記載例

いわて地球環境にやさしい事業所認定申請　補足説明資料（その１）
	番号
	項目
	内容

	１
	二酸化炭素排出量の増減に関する分析・考察
	（前々年度から前年度にかけての増加又は減少理由について項目ごとに分析・考察してください。）
【燃料】
・ウォームビズで暖房の使用を削減したことにより、灯油が減少。
・発注の増加で機械の稼働数が増加し〇ℓ増加。
【電力】
執務室の照明設備を全て人感センサー付き照明器具としたことにより〇kw減少。
【自動車燃料】
前年度から社用車の一部を電気自動車にしたことによりガソリンの使用量が減少。

	２
	二酸化炭素の排出を抑制するための具体的な取組内容
	（一般的な取組み内容のほか、上記１の「二酸化炭素排出量の増減に関する分析・考察」が反映されるような取組みを記載してください。また、付表1との整合性にも留意してください）
【燃料】
・ボイラーの低空気比運転を行うなど燃焼効率を向上させることで〇％の削減目標。
【電力】
・人感センサー付き照明器具の導入。また、アルミサッシガラス窓の２重化により断熱性の向上により約〇％のCO2削減目標
・長期的な方針として、太陽光パネルの購入、古い機材の省エネタイプへの買い替えにより年間〇〇kwhの発電を目指す。
【自動車燃料】
・今年度は電気自動車を〇台購入し、社用車の〇割電気自動車達成を目指す。
・短距離の移動は徒歩や自転車で移動。また、社員同士で相乗りをするなどの工夫をする。
【その他】
・社内研修を実施しエネルギー管理を強化。今後は外部で行っているセミナー等への積極的な参加を促していく。
・毎週水曜日をノー残業デーとし、事務所の電気の使用量を〇％削減。

	３
	今年度計画の実現方法
	（上記２の「二酸化炭素の排出を抑制するための具体的な取組内容」を実現するため、いつ、どのように従業員に啓蒙していくのか、徹底させていくのか、社員教育や研修の方法を記載してください。）
【燃料】
・朝礼時にクールビズ、ウォームビズを呼びかける。
・作業マニュアルを見直す。
・執務室の室温管理を徹底する。
【電力】
・長期的な方針として、太陽光パネルの導入によるCO2削減量や導入コストを算定。短期的な方針として、運転台数の適正化や外灯のLED化を検討。また、LED化のタイミングで照明の配置も見直す。
【自動車燃料】
・できる限り電気自動車での移動を心掛ける。
・ガソリン車での移動の際はエコドライブを徹底する。

【その他】
・新採用職員研修に脱炭素経営に関する内容を取り入れる。

・管理職に対する業務見直しの指導のほか、不要な業務の廃止や適正な事務分担にすることでノー残業を促進する。

	４
	今年度計画の達成度の把握方法
	（今年度計画の達成状況を、いつ、どのように把握・評価し、今後の取組みにどのようにつなげていくのか記載してください。）
・毎月エネルギーの使用量を算定し、見える化することで社員のモチベーション維持に繋げる。また、取り組み内容と結果をHPに掲載することで社外へPRしていき、先行事例として積極的に取り組んでいく。


	５
	通勤対策の実施方法
	（通勤対策の具体的な実施方法及び取組内容を実現するため、いつ、どのように従業員に啓蒙していくのか、徹底させていくのか、社員教育や研修の方法を記載してください。）
・エコドライブの促進のために社内報やメールによる周知を行う。
・毎月〇日をノーマイカーデーとし、通勤時に自転車又は公共交通機関の利用を促す。
・リモートワーク可能な部署は積極的に取り組むよう促す。
→所属人数〇〇名のうち、自動車通勤〇名。CO2排出量〇％の削減見込。


いわて地球環境にやさしい事業所認定申請　補足説明資料（その２）
※二酸化炭素排出量の削減とはならなかったものの、原単位の改善により四つ星認定の申請を行う場合に記載してください。

	番号
	項目
	内容

	６
	原単位改善に関する分析・考察と、二酸化炭素の排出抑制につながることの説明
	（原単位の改善理由について、省エネルギー設備への更新や作業マニュアルの最適化など、具体的に分析・考察してください。また、そのことが将来的に二酸化炭素の排出抑制にどのようにつながっていくと考えられるのか、記載してください）
高性能の機械を導入し、エネルギー効率が向上したことにより作業時間の短縮や、個々の機械の性能向上による稼働台数の削減に繋がり電気使用量が〇％減少した。また、ボイラーの低空気比運転を行うなど燃焼効率を向上させることにより重油の使用量を〇％削減した。
今回二酸化炭素排出量の削減とならなかった原因として、受注が昨年度より〇％増加したことにより、製造に係るCO2排出量がエネルギー効率を上回ったためと考える。
　今後、さらに老朽化の進んでいる設備〇台を省エネ設備に買い替えることで、電気使用量を〇％削減することを目指す。また、小ロットでの製造とすることで無駄を減らし、CO2排出量の抑制につなげていく。



